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おから含有ポリウレタンの機械的および熱的性質

○飯島美夏ぺ吋邦雄(人麦女人)

目_的　 これまでに各種の未利川天然資源を川いてポリウレタン(Ｐｕ)を調製し、その物

性を明らかにして きた。本研究ではおから含有Ｐｕフィルムを調製し、Ｐｕの物性 に及ぽ

すおからの粒度、反応時間、水などの影響を検討した。

方法　Ｐｕフィルムは前回と同様の方法で、粒度の異なるおからを含有率0.3g/gtこなる

ようにポリオールに組み込み、テトラヒドロフラン(ＴＨＦ)中でジフェニールメタンジイソシ

アネート(ＭＤＩ)と撹杵反応させて調製した。得られたＰｕを熱処理後カットし、真空屹燥後、

一定の相対湿度(RH) に調湿したデシケータに3  日ぼt.放置して、引張試験および熱分析を
行なった。

結果　Ｐｕフィルムの強度およびガラス転移温度(Tg)は、おからの粒使が小さくなるに
従って高くなった。これはＰｕ中でおから粒子が反応点となるため、細かくなり粒r- 数が

多くなるほど反応が促進され、架橋密度が高くなるためと考えられる。吸湿状態のＰｕの

強度は、ＲＨの増加とともに約1/2 まで減少し、伸度は約3倍に増加した。このことからP  U
の機械的性質はRH に大きく影響を受けることが分かった。また、おからの入らないＰｕの

強度お よび仲使は水に浸漬させた場介低くなるが、おから含有P  U の強度は低くなるが仲
度は大 きくなった。これはお からを組み込むことにより水によるウレタン結合の切断を抑

制しているためと考えられる。おから含有Ｐｕの活性汚泥中での生分解試験では、おから

含有Ｐｕの分解速度の方がお からを含まないものより速く、生分解性を有することが明ら
かとなった。

1 Ha －3 カルボ キシメチルセルロ ース ーキトザン分子 複合体の膨潤挙動

○木下　恵美子･ 中村　邦雄（人面女人）

目的　セルロ ース
食品増粘剤として

誘導体の 一種であるカルボキシメチルセルロース(ＣＭＣ)は捺染糊剤や
広く用いられている。これまでに２価 以上の金属イオンでNa イオンを

置換すると水に不溶のフィルムとなることなどを明 かにしてきた。本研究ではis換度(D
S)および分了･量(Mw) の異なるCMC と動物山来の高分子でポリ カチオンであるキト サン

(Ch) を川い、架橋密度(Ｄｃ)の異なる分子複介体(CMC-Ch) フィルムを調製し、フィルム
の水による膨潤挙動を検討した。
実聡　CMC-Ch フィルムはCMC 水溶液にCh の酢酸水溶液を分液ロートを川いて 湖 ずつ
加えながらホモジナイザーで混合・撹拝し、水平にしたガラス版 に流し、自然乾燥させ

調製した。膨潤率(Rs) の測定はＴＭＡ(セイコー電子TM A/SS) を用いて行った。試料フィ
ルムは直径1 cm のポンチでくり抜き測定に供した。 ＴＭＡ測定は温度25 ℃直径8mm  i (断
面積50.25cm^) の石英プローブで、圧縮荷重2g の条件で行った。測定は水と試料が接触

後60min 行ない、膨潤量の変化を記録して膨潤率 を計算した。またCMC-Ch ゲルのガラ
ス転移温度(Tg) を測定した。
結果　CMC-:Ch 分子複合体のTMAlUl 線は、いずれの場合も初期に急速な膨潤を示し、峙
間の増加とともに次第に収束し、60 分を越えるとほぼ 一定になる傾向を示した。膨潤率
は架橋密度の増加とと もに減少する傾向となった。これは架橋密度の増加とともに、分

了鎖の3次元網目構造が密になるためと考えられる。またDS の異なるCMC でDc=0.6 の一
定にした系ではDS の増加とともにRs も

高くなると 上がる傾向となり、架橋密
かとなった。

高くなった。 Tgは架橋密度の低い場合は下がり、
度の増加により分子間が密になっていること が明
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